
世界の主要URA団体における質保証／認定制度と直近の動き
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1  RMA(Research Manager & Administorators）のCertificat/研修システムのデファクト標準化
2  Research Integrity、コンプライアンス重視の流れ



第3回主幹校

⼤阪⼤学
(合同で開催）

我が国におけるURA導入の経緯（時系列で整理してみると）； ボトムアップとトップダウンのコンビネーション

スキル標準の作成：東京⼤学
研修・教育プログラムの作成：早稲⽥⼤学

システムの整備：15⼤学

リサーチアドミニストレーション(RA）研究会

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

URAシンポジウム

第1回主催校 第2回主催校 第3回主催校 第4回主催校

⾦沢⼤学 ⾦沢⼤学 ⾦沢⼤学 東京農⼯⼤学
⾦沢⼤学

第1回主幹校 第2回主幹校

東京⼤学 名古屋⼤学

第5回主催校

京都⼤学
(合同で開催）

第6回
RA研究会
第4回

URAｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

主幹校
北海道⼤学

第1回
年次⼤会

主幹校
信州⼤学

第2回
年次⼤会

第3回
年次⼤会

第４回
年次⼤会

主幹校 主幹校 主幹校
福井⼤学 徳島⼤学 神⼾⼤学

研究⼤学コンソーシアム（RUC）

⽂部科学省「研究⼤学強化促進事業」 22機関

ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰの質保
証に資する認定制度の導
⼊に向けた論点整理

⽂部科学省
「ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞ
ﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰに
係る質保証
制度の構築
に向けた調
査研究」

⽂部科学省
「ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞ
ﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰの
認定制度の
実施に向け
た調査･検
証」

⽂部科学省「ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰを
育成・確保するシステムの整備」事業

⽂部科学省
ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰ活動の
強化に関する検討会

学術研究懇談会
（RU11）

リサーチ・アドミニストレーター
制度検討タスクフォース

ﾘｻｰﾁ・ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰ
(RA）協議会設⽴

リサーチ・アドミニストレーター
委員会

第5回
年次⼤会

第6回
年次⼤会

第7回
年次⼤会

主幹校 主幹校 主幹校
電気通信

⼤学
⾦沢⼤学 筑波⼤学

合同⼤会

• ⾼度専⾨⼈材・研究環境⽀援⼈材の活⽤に関するTF
• 研究⼒分析の課題に関するTF
• 国際情報発信に関するTF
• 異分野融合TF

ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞﾐﾆ
ｽﾄﾚｰﾀｰ業務
の⾃⽴的運
営に向けた
調査・分析

ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞﾐﾆｽ
ﾄﾚｰﾀｰの質保
証に向けた
調査・分析

スキル標準や
研修・教育プ
ログラムを活
⽤した⼈材育
成のための調
査分析

法⼈化

⽂部科学省
「リサーチ・アドミニスト
レーター等のマネジメント
⼈材に係る質保証制度の実
施」
FY2021-2023（3年間、補助事業）

質保証に向けた取り組み

URA・URA相当職の⼈数
1,512名(182機関）
R2年度 ⼤学等における
産学連携等実施状況TF：タスクフォース

URAシステ
ム強化に向
けた諸課題
に関する調
査 ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄ

ﾚｰﾀｰの認定制
度構築に向け
た認定基準等
の作成に資す
る調査・分析

⼀般社団法⼈
ﾘｻｰﾁ ･ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ協議会

1

2
３
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第8回
年次⼤会
（8⽉予定）
主幹校

東北⼤学



英語名：Research Manager and Administrator Network Japan (RMAN-J)

⼀般社団法⼈リサーチ・アドミニストレーション協議会

⽬的
⼤学、⾼等専⾨学校、⼤学共同利⽤機関、独⽴⾏政法
⼈、地⽅独⽴⾏政法⼈及び特殊法⼈その他公的な研究
機関等（以下「⼤学等」と いう。）が取り組んでいる
研究活動活性化のための、分析、推進、管理、 ⽀援及
び利活⽤する等の業務、いわゆるリサーチ・アドミニ
ストレーショ ンの定着・展開に向けて、リサーチ・ア
ドミニストレーションに携わる⼈ 材の育成・能⼒向
上、課題の共有・解決及び組織・体制・制度の検討等
に ついての情報交換を通じ、我が国の⼤学等の研究⼒
強化に貢献し、学術及 び科学技術の振興並びにイノ
ベーションに寄与することを⽬的とする。

1. 当法⼈会員間の業務連携に資する活動、全国的な体
制の構築及び運営

2. ⼈材育成等を⽬的とした研究会及び講習会等の企画
及び運営

3. ⼤学等のリサーチ・アドミニストレーション業務に
関する情報交換、調査及び研究等の促進及び情報発
信

4. 国内外の諸団体等との連絡、交流、対話及び協⼒並
びに提携

5. ⼤学等のリサーチ・アドミニストレーション業務の
啓発及び普及活動

6. その他前各号に掲げる事業に附帯⼜は関連する事業

主な事業

会⻑（代表理事）： ⼭崎 光悦（⾦沢⼤学）
副会⻑：

佐治 英郎（京都⼤学）
⾼橋 真⽊⼦（⾦沢⼯業⼤学）
森倉晋（電気通信⼤学）

理事：
三代川典史（広島⼤学）
柴⽥徹（東京都⽴⼤学）
古宮⾏淳（関⻄⼤学）
三宅雅⼈（奈良先端科学技術⼤学院⼤学）

監事： 池⽥雅夫

社員総会

理事会

専⾨委員会

年次⼤会専⾨委員会 国際専⾨委員会

会⻑（代表理事）
副会⻑
理事

年次⼤会実⾏委員会 ジャーナルTF INORMS

スキルプログラム専⾨委員会 情報発信専⾨委員会

代議員

Interna.onal Alliance Group

監事

事務局
（事務局⻑）

時限付き会議体

将来構想検討会

運営体制

設⽴時役員

• 年次⼤会に関する
こと

• 新任研修に関すること
• 質保証事業への協⼒

• 協議会の情報発信に
関すること

• 協議会の国際連携に
関すること

設⽴
令和3(2021)年4⽉1⽇設⽴（平成27(2015)年創⽴）
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（一社）リサーチ・アドミニストレーション協議会（RA協議会）
英語名：Research Manager and Administrator Network Japan (RMAN-J)

u 組織会員（年会費 20万円） 31機関

RA協議会の概要と参画状況

u 組織会員内個人会員 417名
u 組織会員外個人会員 223名

u 特別会員 2名
u 賛助会員 3団体

• 金沢大学

• 福井大学
• 信州大学
• 京都大学
• 大阪大学
• 神戸大学

• 徳島大学
• 長崎大学
• 奈良先端科学技術大学院大学
• 東京都立大学
• 関西大学

• 沖縄科学技術大学院大学

• 情報・システム研究機構
• 熊本大学
• 筑波大学
• 横浜国立大学
• 電気通信大学

• 北陸先端科学技術大学院大学
• 理化学研究所
• 広島大学
• 東北大学
• 量子科学技術研究開発機構

• 鹿児島大学

• 高エネルギー加速器研究機構
• 岡山大学
• 新潟大学
• 東京医科歯科大学
• 日本原子力研究開発機構

• 滋賀医科大学
• 大阪工業大学(3月末で退会）

• 群馬大学

リサーチ・アドミニストレーションに携わる人材の育成・能力向上，課題の共有・解決及び組
織・体制・制度の検討等についての情報交換を通じ，我が国の大学等の研究力強化に貢献し，

学術及び科学技術の振興並びにイノベーションに寄与します。

2015.3.11 旧RA協議会設⽴
2021.4.1. ⼀般社団法⼈化

会員状況（2022.3.1現在）

17

642名
賛助会員
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INORMS 2021 Congress を広島で開催 2021年5月24日～27日、アジア初、世界49カ国、500人超の参加

“Promoting Diversity in Research and Research Management Collaborations: More Trans-national, More Trans-disciplinary, 
More Trans-sectoral” 後援：文部科学省 協賛：UNITT, 研究・イノベーション学会 他

RA協議会の活動概要
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運営の課題：

・実務者人口の8割は任
期制雇用の職能団体
で、運営を担うボランタ
リーな個人の実績にな
らないことも多い。

・コミュニティーへの貢
献より、目先の学内の
業務を優先する管理者
側の本音。

→ボランタリーベースの
活動基盤の限界。

u 第1回年次大会（信州大学） 2015年9月1日・2日 参加者数:419名、所属機関数:118機関
「リサーチ・アドミニストレーターのレベルアップから組織の研究力強化へ」

u 第2回年次大会（福井大学） 2016年9月1日・2日 参加者数:514名、所属機関数:137機関

「URAシステムの高度化による科学技術イノベーションへの貢献」

u 第3回年次大会（徳島大学） 2017年8月29日・30日 参加者数:559名、所属機関数:144機関

「大学の新たな機能としてのURA」

u 第4回年次大会（神戸大学） 2018年9月19日・20日 参加者数:696名、所属機関数: 174機関

「共創するURA ～学術の発展と価値の創出～」

u 第5回年次大会（電気通信大学） 2019年9月3日・4日 参加者数: 686名、所属機関数: 185機関

「URAシステムの定着に向けて ～構想、越境、創発～」

u 第6回年次大会（金沢大学・web） 2020年9月16日・17日参加者数: 573名、所属機関数: 135機関

「躍動するURAが組織を変革する ～連携、協働、そして価値連鎖へ～」

u 第7回年次大会（筑波大学・web） 2021年9月14日・15日 参加者数：620名、所属機関数：141機関

「組織の研究力強化はURAの活動で決まる！～情報収集・プロジェクト形成・外部資金獲得〜」

u 第8回年次大会（東北大学） 2022年 8月30日・31日

「リサーチ・アドミニストレーション機能の拡充による研究力強化への取り組み」



第3回主幹校

⼤阪⼤学
(合同で開催）

我が国におけるURA導入の経緯（時系列で整理してみると）

スキル標準の作成：東京⼤学
研修・教育プログラムの作成：早稲⽥⼤学

システムの整備：15⼤学

リサーチアドミニストレーション(RA）研究会

2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

URAシンポジウム

第1回主催校 第2回主催校 第3回主催校 第4回主催校
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(合同で開催）

第6回
RA研究会
第4回

URAｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
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年次⼤会
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研究⼤学コンソーシアム（RUC）

⽂部科学省「研究⼤学強化促進事業」 22機関

ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰの質保
証に資する認定制度の導
⼊に向けた論点整理

⽂部科学省
「ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞ
ﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰに
係る質保証
制度の構築
に向けた調
査研究」

⽂部科学省
「ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞ
ﾐﾆｽﾄﾚｰﾀｰの
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リサーチ・アドミニストレーター
制度検討タスクフォース
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第7回
年次⼤会

主幹校 主幹校 主幹校
電気通信

⼤学
⾦沢⼤学 筑波⼤学

合同⼤会

• ⾼度専⾨⼈材・研究環境⽀援⼈材の活⽤に関するTF
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ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞﾐﾆ
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ﾘｻｰﾁ･ｱﾄﾞﾐﾆｽ
ﾄﾚｰﾀｰの質保
証に向けた
調査・分析

スキル標準や
研修・教育プ
ログラムを活
⽤した⼈材育
成のための調
査分析

法⼈化

⽂部科学省
「リサーチ・アドミニスト
レーター等のマネジメント
⼈材に係る質保証制度の実
施」
FY2021-2023（3年間、補助事業）

質保証に向けた取り組み

URA・URA相当職の⼈数
1,512名(182機関）
R2年度 ⼤学等における
産学連携等実施状況TF：タスクフォース

URAシステ
ム強化に向
けた諸課題
に関する調
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ﾘｻｰﾁ ･ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝ協議会

1

2
３
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第8回
年次⼤会
（8⽉予定）
主幹校

東北⼤学



これまでの事業は，以下のURA関係団体の協⼒を得て実施

学術研究懇談会

UNITT
⼤学技術移転協議会

多能⼯型研究⽀援⼈材育成
コンソーシアム

医療系産学連携ネットワーク
協議会

R1,R2年度事業

受託機関

R3年度事業（R3~R5）

主幹機関：⼀般社団法⼈リサーチ・アドミニストレーション協議会（RA協議会）
協働機関：医療系産学連携ネットワーク協議会（medU-net）

⼀般社団法⼈⼤学技術移転協議会（UNITT）
多能⼯型研究⽀援⼈材育成コンソーシアム
国⽴⼤学法⼈⾦沢⼤学

協 ⼒：研究⼤学コンソーシアム（RUC），学術研究懇談会（RU11），
科学技術振興機構（JST）

協⼒団体 （R1,R2年度事業仕様書記載順）

検討に参画している団体

⼀社）スキル認定機構からの提供資料
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